
届出養殖業の届出書
記載例

（陸上養殖業）

○ 届出に関する書類は、養殖場が所在する都道府県に２部提出
してください。

なお、複数の都道府県に養殖場を有する場合には、各都道府
県内に所在する養殖場について記載した書類を作成し、それぞ
れの都道府県知事に２部ずつ提出してください。

（例）Ａ県に養殖場a1とa2、Ｂ県に養殖場b1がある場合

a1、a2についての届出書をＡ県に２部ずつ、

b1についての届出書をＢ県に２部 提出する。

○ 書類の提出期限が定められている場合は、都道府県に提出す
る期限とします。

①開始届出書（事業開始の１か月前まで）

②変更届出書（変更後遅滞なく）

③廃止届出書（廃止後遅滞なく）

④相続人等の特例届出書（相続等の30日後まで）

⑤実績報告書（毎年、４月30日まで）



（例）第１養殖場

○○県○○市１－２

２面

314

業務上通常使用している名称を記載すること。
※特に名称を付けていない場合は、（例）に
ならい識別できるような名称を記載する。

複数の地番にわたる場合等は、
代表地の住所を記載する。

※ この届出を受け付
けた後、農林水産大臣
から養殖場ごとに番号
を通知するので、適切
に保管すること。
※ 次ページ以降の書
類の「養殖場の届出番
号」欄には、その通知
された届出番号を記載
すること。

○○県○○市○○１－１

○○○ ○○○ ○○○○

1,600

ニジマス（海水）
バナメイエビ（アクアポニックス）

養殖業の開始（初回の池
入れ）の１か月前までに
養殖場が所在する都道府
県に届け出ること。

200

0.5

ろ過フィルターによる物理的ろ過

①開始届出書

養殖業の開始（初回の
池入れ）の日を記載す
ること。
※令和５年４月１日時
点で既に養殖業を営ん
でいる者については、
「令和５年４月１日」
と記載する。

令和○年○月○日

株式会社 ○○
代表取締役 ○○ ○○

時期等によって変動が
ある場合は、平均値と
最大値を記載する。

○○○○○○○○＠○○○○

循環式、アクアポニッ
クスのいずれかで養殖
する場合は、種名の後
にかっこ書きで記載す
る。

さけ・ます類について
は、「ニジマス（淡
水）」、「ニジマス
（海水）」等のように、
淡水と海水どちらの飼
育水を使用しているか
明記する。



○○県○○市○○１－１

○○○ ○○○   ○○○○

○○○

令和○ ○     ○

（例：養殖場の移転の場合）
養殖場の名称、所在地、面数、総面積

（例：養殖場の移転の場合）
第１養殖場
○○県○○市１－２
３面
200㎡

（例：養殖場の移転の場合）
第４養殖場
△△県△△市１－１
２面
180㎡

変更前と変更後で養殖場の所
在する都道府県が異なる場合、
変更届出書は変更前の都道府
県に提出すること。
※その後の実績報告等は、変
更後の都道府県に提出する。

変更の日から概ね２週間以内
に届け出ること。

株式会社 ○○代表取締役 ○○ ○○

（例：養殖場の移転の場合）
養殖場の移転のため。

②変更届出書

○○○○○○○○＠○○○○



※休業の場合には廃止届出書は提出し
ないこと（実績報告書の実績を「０」
と記載して提出する。）。

○○県○○市○○１－１

○○○ ○○○ ○○○○

○○○

廃止の日から概ね２週間
以内に届け出ること。

（例）
事業を譲渡したため
譲渡先：株式会社 △△水産

△△県△△市２－２
代表取締役 △△ △△

譲渡年月日：令和○年○月○日

事業譲渡・合併・分割等、事業は継続す
るが届出者の法人格に変更がある場合は、
変更届出ではなく廃止届出＋相続等の特
例届出で事業を承継すること。

株式会社○○
代表取締役 ○○ ○○

令和○ ○     ○

③廃止届出書

○○○○○○○○＠○○○○



○○県○○市○○１－１
株式会社 ○○
代表取締役 ○○ ○○

○○○ ○○○ ○○○○

○○○

承継前の届出番号を記載すること。

令和○  ○   ○

・事業譲渡、合併、分割の場合には、契約書の写し等合併等を証する書類
・相続の場合には、遺産分割の協議書等相続を証する書類

承継した日から
30日以内に提出
すること。

△△県△△市△△２－２

株式会社 △△水産
代表取締役 △△ △△

どちらかに○を付すこと。

相続の場合は、相続開始の日を記
載する。

株式会社 ○○
○○県○○市○○１－１ 200㎡

④相続等の特例届出書

○○○○○○○○＠○○○○



⑤実績報告書（１）

法人にあっては、主たる
事務所の所在地

法人にあっては、名称
及び代表者の氏名

※付属する入力不可の集計表シートは
書き込んだり、削除したりしないでください。

該当する養殖形態をプルダウンで選択。

・異なる養殖形態の養殖池が同じ養殖場内にある場合は、『併用（魚種ごとに形態を記載）』を選択。
各項目の右側にある備考欄に、魚種別に該当する養殖形態を記載する。

受精卵を導入した場合は、尾数記入欄に個数を記載し、
備考欄にその旨を記載。

魚種名はプルダウン選択。
（選択肢にない場合は『その他魚
類』、『その他貝類』、『その他藻
類』、『その他』のいずれかを選択
し、備考欄に魚種名を記載。）

魚齢については

数字のみを入力。
（歳については入力後
自動で表示されます。）

かけ流し式…飼育に供した水を再利用せずそのまま排水する場合。

循環式…飼育排水を生物ろ過等で処理し、再度飼育水として利用する場合。

アクアポニックス…「循環式」のうち飼育排水を水耕栽培に利用する場合。

※２．前年度末（３月31日）時点在庫数量～４．前年度へい死数量についても同様。



⑤実績報告書（２）

魚齢・出荷月については

数字のみを入力。
（歳・月については入力後自
動で表示されます。）

入力後

重量は原形重量
（貝類は殻付き重量、
海藻類は生（湿）重量）を
一の位まで記載。

※付属する入力不可の集計表シートは
書き込んだり、削除したりしないでください。

金額は円単位ではなく

千円単位での記載をお願いします。

※重量（kg）と金額（千円）を入力すると、
自動で単価（円/kg）が算出されます。
単位間違いがないか等、数値の確認にお役立てください。

魚種名はプルダウン選択。
（選択肢にない場合は『そ
の他魚類』、『その他貝
類』、『その他藻類』、そ
の他』のいずれかを選択し、
備考欄に魚種名を記載。）
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